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代表取締役社長

株式会社新翔工業

浦中竜太郎

〒363-0009
埼玉県桶川市坂田東2-9-34
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（切通出身）

〒105-0004
東京都港区新橋３－１－１０ 石井ビル９F
TEL：03-3502-2861  FAX：03-3508-8184

花　山　秀　明

代表取締役

泉工業は「関東ふるさと出水会」を応援します！

〒108-0075
東京都港区港南2-4-11
TEL：03-3450-2091

齋 藤 博 子

家庭料理

（平松東出身／旧姓・野村）

吉ケ島勝良
K.Yoshigasima

携帯電話：090-8082-3962

Area Manager

Phonics
English
Class
(Elementary School English Teaching license)
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催
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望
郷
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冨
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鶴
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ｏ
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発
車
。
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約
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の
旅
が
始
ま
り
ま
し

た
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る
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と
出
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で
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待
券
当
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の
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窓
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が
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運
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け
る
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に
な
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華
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夫
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が
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い
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！
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発
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薩
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戸

の
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さ
か
い
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か

っ
た
で
す
。

…
。
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０
０
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羽
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出
水
の
折
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鶴
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渋
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次

々
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羽
ば
た
い
て
い
き
ま
し
た
。

踊
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懇
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ま
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踊
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出
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の
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に
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を
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し
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皆
、
満

面
の
笑
顔
。
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熱
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鶴
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出水望郷の会 問合わせ先：

連　長　武下恵子　090-2673-3544�
事務局　松永幸一　�090-6349-9972�

koichimatsunaga @nifty.com

渋谷・鹿児島おはら祭公式サイト：�
�

�渋谷と鹿児島との歴史繋がりの解説、今までの大会や�
踊り手本の動画などが閲覧出来ます。

「第２回　鶴の町いずみ全国俳句大会」のご案内
記

事前投句：�自作の未発表の３句１組　2,000 円　	
何組でも応募可能

受付期間：令和 6年９月 1日～ 11 月末日（当日消印有効）
選　　者：�上迫和海「天日」・片山由美子「香雨」・角川春樹「河」	

岸原清行「青嶺」・鈴木しげを「鶴」・高岡修「形象」	
野中亮介「花鶏」・能村研三「沖」・淵脇護「河鹿」	
星野高士「玉藻」� （敬称略）

表彰式典：令和 7年 3月 9日（日）
会　　場：マルマエ音楽ホール出水
大会祝辞：岸田文雄総理大臣・盛山正仁文部科学大臣（予定）
記念講演：ＮＨＫ俳句番組アナウンサー　俳人　岸本葉子氏
後援及び賞：�俳句ユネスコ登録推進協議会・鹿児島県知事	

鹿児島県教育委員会・出水市長・出水市教育委員会	
釧路市長・釧路市教育委員会・南日本放送・南日本
新聞社

〈お問い合わせ先〉　鶴�の町いずみ全国俳句大会　実行委員会	
事務局長　白男川孝仁	
携帯電話：090-3608-8852

鮎獲りにいっが！
ふるさと交流「情報交換会＆鮎獲り交流会」

来年6月開催予定

６月の鮎解禁に合わせて隔年ごとに実施している、ふるさと交流『情報交換会＆鮎獲り』を、下記要領
で開催致します。

新型コロナも終息に向かった昨年の鮎獲りは地元の方も交え、高尾野川河川敷で行われ建て網を張った
川に入ったり、アユの塩焼き・手作りの漬物などを堪能しながら故郷での楽しいひと時を過ごしました。
尚、前日夜には、地元関係者との情報交換会も予定されています。（参加任意）。

記
日　　時　�令和７年６月解禁に合わせて　早朝７時頃～10時頃、情報交換会は前日の夜
場　　所　米ノ津川、広瀬橋上流河川敷　又は、高尾野川河川敷
要　　領　�現地集合・現地解散�

　詳細は来年３月頃、運営費を納入頂いた皆様にご案内致します。現地集合型の催しですので、�
この機会に帰郷を兼ねて、ふるさと交流会に奮ってご参加下さい。ご家族での参加も大歓迎！

開催案内　�募集要項等は令和７年春にホームページ及びフェイスブックでもお知らせします。�
※ホームページ	 	 	 　　　  （スマホもOK）	
	
	
	
	
※フェイスブック

問合せ先　�関東ふるさと出水会　ふるさと交流担当　　松永幸一�
koichimatsunaga@nifty.com　　090-6349-9972

検索関東ふるさと出水会

検索関東出水会

り
打
ち
解
け
、「
来
年
も
必
ず

踊
ろ
う
」
と
心
を
一
つ
に
し
て

い
ま
し
た
。

出
水
大
好
き
で
元
気
な
皆
さ

ん
、
来
年
も
ま
た
一
緒
に
踊
り

ま
し
ょ
う
！

高
校
時
代
は
、
阿
久
根
か
ら

の
汽
車
通
学
で
し
た
の
で
、
東

シ
ナ
海
も
懐
か
し
く
て
、
五
十

年
以
上
の
年
を
経
て
、
再
び
、

夫
と
眺
め
る
時
が
く
る
と
は
…

感
無
量
で
し
た
。
不
思
議
な
気

持
さ
え
し
ま
し
た
。

素
敵
な
企
画
、
本
当
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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（
令
和
６
年
９
月
現
在
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　  景品等ご提供者一覧表� （順不同、敬称略）

会社団体名又はお名前 ご提供景品 各種情報、ホームページ、商品のご購入など
出水市長 出水特産品詰め合わせ、出水みかん ＨＰ「出水市」「出水ナビ」
出水市議会議長 出水特産品詰め合わせ ＨＰ「出水市議会」
出水商工会議所 さつま焼酎　木挽・千鶴 ＨＰ「出水商工会議所」

（一社）出水市観光特産品協会 出水特産品詰め合わせ ＨＰ「出水市観光特産品協会」「出水ナビ」�
特産品館飛来里のオンラインショップ

出水酒造株式会社　東社長特別賞 焼酎／出水に舞姫、甕臺古酒 出水酒造のオンラインショップ　�
特産品館飛来里のオンラインショップ

神酒造株式会社 さつま焼酎、梅酒 神酒造のオンラインショップ　�
特産品館飛来里のオンラインショップ

長島研醸有限会社 焼酎／さつま島美人、黒島美人 ＨＰ「さつま島美人」�
楽天、Amazonなどのネットショップ

雲海酒造株式会社 さつま焼酎／木挽 楽天、Amazonなどのオンラインショップ�
特産品館飛来里のオンラインショップ

肥薩おれんじ鉄道株式会社 観光列車オレンジ食堂ペア乗車券 ☎ 0996-63-6860　ＨＰ「肥薩おれんじ鉄道］

マルイ食品株式会社 たまごスープ ＨＰ「マルイ食品」�
特産品館飛来里のオンラインショップ

出水・天然温泉ぬくもりの湯 温泉宿泊ペア利用券 ☎ 0996-79-3726　ＨＰ「天然温泉ぬくもりの湯」
出水銘菓・むなかた 銘菓詰め合わせ 特産品館飛来里のオンラインショップ
十二株式会社 溶岩焙煎「旅香おる珈琲」 溶岩焙煎 旅香おる珈琲のオンラインショップ
株式会社パレデ糸之　花柳糸之 クオカード ☎ 03-3401-3121
茂原由美（クラブ・ロゼ） 商品券 クラブロゼ03-5568-7107　ＨＰ「クラブロゼ」
関東鹿児島県人会連合会副会長　竹之内康一 さつま焼酎、種子島包丁、茹で落花生 ＨＰ「関東鹿児島県人会連合会」
歌手・武闘家　前田瑠美 漬物セット インスタグラム、フェイスブックなど
【その他会員】金子英男／さつま焼酎。武下恵子／さつま焼酎。日原由美／さつま銘茶。山口税理士事務所／クオカード

● 

編 

集 

後 

記 �

今
年
は
、
多
数
寄
稿
頂
き
ま
し

た
、
有
難
う
御
座
い
ま
す
。

え
？
、
私
が
？
、
と
思
わ
れ
た

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
お
引
受
け
寄
稿
頂
き
ま
し

た
事
に
感
謝
致
し
ま
す
と
共
に
、

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て

い
た
編
集
会
議
も
今
回
で
３
回
目

に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
か
ら
、
仕
事
？
の

後
の
ビ
ー
ル
で
乾
杯
も
再
開
、
話

題
も
敬
老
会
の
如
く｢

お
互
い
歳

取
り
ま
し
た
か
ね
？
？｣

�

（
松
ヶ
野
）

関東ふるさと出水会の
ホームページ（スマホもOK）

検索関東ふるさと出水会

フェイスブック
検索関東出水会

ふ
る
さ
と
出
水
か
ら
関
東
地
方
の
会
社
等
に
就
職
し
て
色
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る

方
々
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
中
か
ら
職
人
気
質
で
頑
張
っ
て
い
る

二
人
の
方
に
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

草
で
修
行
を
積
み
ま
し
た
。
そ

の
頃
は
、
一
人
前
に
な
る
ま
で

最
低
で
も
10
年
は
掛
か
る
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
し
て
10
年
が
た
ち
ま
し
た

が
、
も
っ
と
腕
を
磨
き
た
か
っ

た
の
で
、
そ
れ
か
ら
幾
つ
か
の

お
店
を
渡
り
歩
き
、
そ
う
こ
う

し
て
い
る
中
、
結
婚
し
子
供
も

授
か
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
を
体
験
し
て
自
分
も

い
つ
ど
う
な
る
の
か
分
か
ら
な

い
時
代
に
な
り
、
今
生
き
て
い

寿
司
職
人
を
目
指
し
て　

�

福
留
　
尚
人

私
が
出
水

を
出
て
関
東

に
き
た
の
は
、�

今
か
ら
28
年

前
の
３
月
で
し
た
。
そ
の
目
的

は
、
手
に
職
を
就
け
る
た
め
鮨

屋
の
板
前
に
な
っ
て
故
郷
に
帰

る
事
で
し
た
。

と
は
い
え
Ｔ
Ｖ
や
ド
ラ
マ
、

雑
誌
な
ど
を
観
て
都
会
の
生
活

に
憧
れ
も
あ
り
、
鮨
と
言
え
ば

江
戸
前
と
い
う
事
で
東
京
の
浅

る
事
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

い
つ
し
か
親
も
歳
を
取
り
、

本
来
な
ら
長
男
の
私
が
面
倒
を

見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す

が
、
未
だ
面
倒
を
見
ら
れ
ず
申

し
訳
な
い
思
い
で
す
。

私
も
年
を
重
ね
、
親
に
も
故

郷
の
出
水
に
も
今
恩
返
し
を
し

た
い
思
い
も
有
り
、
豊
洲
で
の

買
付
で
は
、
出
水
産
ブ
ラ
ン
ド

の
鯵
、
イ
カ
、
鯛
な
ど
を
買
い

ま
す
。
美
味
し
い
と
評
判
も
い

い
で
す
。

今
、
私
は
、
東
京
都
港
区
南

青
山
で
鮨
屋
（
Ｔ
Ｈ
Ｅ  
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｉ
―
Ａ
ｏ
ｙ
ａ
ｍ
ａ
―
）
の

大
将
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。
関

東
に
お
寄
り
の
時
、
鮨
が
食
べ

た
く
な
っ
た
ら
是
非
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

�

（
福
ノ
江
港
出
身
）

　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
の
絆
を
大
切
に�

	
�

皆
さ
ん
と
の
交
流
が
楽
し
み

�

西
郷
　
仁

出
水
工
業

高
校
を
卒
業

し
、
東
京
で

30
数
年
住
宅

の
外
装
を
営
ん
で
い
ま
す
。

鹿
児
島
よ
り
遠
く
離
れ
て
い

る
事
も
あ
り
、
忙
し
さ
も
あ
り
、�

東
京
か
ら
滅
多
に
帰
郷
す
る
事

な
く
過
ご
し
て
来
ま
し
た
。

最
近
で
す
が
高
校
や
出
水
の

交
流
会
等
に
参
加
し
て
み
る
と
、�

多
く
の
鹿
児
島
の
先
輩
方
に
お

会
い
す
る
機
会
が
あ
り
、
と
て

東
京
で
が
ん
ば
っ
ち
ょ
っ
ど

ふ
る
さ
と
に
住
む
親
兄
弟
・
知
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
鹿
児
島
弁
だ
ら
け
の
空

間
に
い
る
と
懐
か
し
い
で
す
ね
。

初
め
て
お
会
い
す
る
方
で
も
、�

年
齢
差
や
男
女
問
わ
ず
に
親
近

感
が
湧
い
て
き
て
安
心
し
ま
し

た
。
後
輩
と
言
っ
て
く
れ
る
方

や
息
子
と
言
っ
て
く
れ
る
方
た

ち
…
。
も
っ
と
早
く
に
接
し
て

い
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
と
て

も
嬉
し
く
、
あ
り
が
た
い
で
す
。

こ
の
様
な
交
流
会
が
あ
る
の

で
あ
れ
ば
、
遠
く
離
れ
た
関
東

に
一
人
で
上
京
し
て
い
る
方
も

孤
独
や
厳
し
さ
が
あ
っ
て
も
身

近
に
安
心
し
て
頼
れ
る
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
故
郷
に
い
る
親
御
さ

ん
も
心
配
せ
ず
に
送
り
出
せ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
鹿
児
島
の
素
晴
ら
し
い

絆
を
大
切
に
今
後
も
繋
げ
て
広

げ
て
行
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�

（
桜
町
出
身
）

▼ 初めての参加者�

（昨年の総会スナップ）

� ▲受付風景

▲ 抽選会①�

� ▼ 出水の特産品販売

▲ 総会の裏方、役員�

� ▼  抽選会②


